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m

田
學
會
雜
誌
第
：五十
卷
第
ー

.號

.

析

し
て
ゆ
く
。
.と
；れ
ら
の
地
域
の
分
析
：の
焦
點
は
多
角
：，
決
濟
办
：國
際
經
濟
機

マ
 

構
に
お
か
れ
て
い
る
，か
、
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
同
地
域
が
戰
前
そ
，の

重

.
 

要
な1

支
點
と
な
つ
て
い
た
の
は

「

植
民
地

♦
.

從
屬
國
的
政
治
，
經

濟

靈j

 

.

に
あ
つ
衣
か
ら
セ
、

そ
：れ
：は

「

植
民
本
國
の
利_

追
求
か
ら
生
れ
た
通
商
形.. 

歡」

で
あ
る
：と
い
う
原
覺
夫
氏
の
諭
文
を
引
用
し
、

.

i

の
總
合
的
な
多
角
質. 

.具

.*
決
濟

I

の
I

は
、
：こ
れ
ら
：の
地
域
が
本
質
的
に
變
化
し
た
わ
け
で
は

. 

.

な
く
、
他
の
ニ
つ
の
安
點
、
：ア
：メ
リ
力
と
ョ
丨
ロ
ッ
パ
の
內
部
構
造
の
變
化
：に 

.•ょ
る
と
.こ
ろ
が
大
で
あ
る
，と
結
論
す
る
：

(
.ニ
0
.〇
買)

。
し
か
し
果
し
て
そ
う.

で
. 

も
ろ
う
か
。
雲

に

は
.

こ
の

.

邊
の
著
者
の
論
理
の
あ
：や
が
理
解
出
来
な
い
。

第
四
章
は
，「

自
由
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題j
と
し
て
次
の
三
つ
の
問
題
を
扱
つ
.-. 

で
い
る
:0
第

一

が
ア
メ
リ
ヵ
の
通
商
政
策
; '
第

二

が

逋

貨

め

交

換

制

、

第
一
一
一
が

. 

東
西
贸
易
で
あ
る
。
ア
.メ
リ
力
の
通
商
^

^
に
つ
い
て
は
そ
の
：動
向
を
槪
觀
し 

で
、
.
.今
後r

必

ら

ず

し

も

を

許

さ

な

い」

'と

み

(
一一.六
八
_頁)

、
通
貨
の 

凌

糧

で

は

、
こ
れ
を「

慢
性
的
危
機
.の
象
徵j  

(

ニ
七
ニ
頁)
と
し
て
考
え
：
、
. 

依
然
そ
の
囘
復
が
困
難
で
あ
る
と
ネ
て
い
る
。
最
後
の
東
西
質
易
で
は
；そ
の
發 

:

鹿
を
た
ど
り
、
こ
れ
は「

紙
成
の
事
實
で
あ
る
、
單
な
る
プ
.ロ
：。ハ
ガ
ン
ダ
の
■
. 

物
で
は
な
い」

と
し
、
國
連
歐
洲
經
濟
委
焉
會
の
結
論
を
引
用
し
て
結
ぶ
。

總
じ
て
本
書
に
は
東
南
ア
ジ
7 

r南
米
諸
地
域
の
分
析
が
具
體
的
に
ほ
し 

く
、
ミ
シ

ュ

ス
チ
ン
的
考
察
ょ
り

一，
層
發
展
ざ
せ
る
見
解
が
の
ぞ
ま
れ
る
。：
そ 

し
て
、
三
菱
經
濟
研
究
所
の
最
近
の
資
料
的
分
析
が
利
用
さ
れ
、
理
論
的
ア
ブ 

ロ
.丨
チ
力
ら
も
、
資
料
的
角
度
か
ら
も
整
^

^
先
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
ず
る
.も
. 

め
で
あ
る
。(

昭
和
三.1

年
五
月
刊
、'
庾
業
經
濟
新
聞
.社
、
三
八
0
圓)

(

白

石

：
き

.

:

六
二 

,

;(

六
ニ)

:
,■.
■
.'
 

. 

'. 

'
: 

. 

:
. 

.■

,

r

 

岡
：

':
稔

.著

-
:
'

' 

;『

ソ

グH

:
ト

.
エ

業

生

產

の

分

析

』

•

: 

■ 

■ 

* 

■ 

■
;

. 

-
■
.

.

.

.

..

.

.

岡
稔
及
の
多
年
に
如
た
る
意
欲
的
な
業
績
は
、
わ
れ
わ
れ
を
i

す
る
こ
と 

甚
だ
大
き
な
-
^
の
が
あ
.っ
.
.た
が
、'
更
..に
こ
.
.の
一
書
を
.公
刊
さ
れ
た
と
と
は
、
.斯 

/學
發
展
の
た
'め
に
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

：
•

.
:從
來
、
ソ
ヴ
エ
ト
：に
關
す
る
著
書
は
可
成
の
數
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
そ
の 

殆
ん
ど
は
理
論
的
あ
る
い
は
現
狀
淑
介
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り 

■の
荏
在
意
義
を
も
?

'-
-と
無
論
の
こ
ど
で
あ
る
と
し
て
も
、

一
般
に
最
も
知
り 

た
い
と
考
え
，て
V
る
統
計
を
驅
使
し
た
著
書
は
、
き
わ
め
て
稀
少
で
あ
つ
た
。
 

本
書
は
こ
の
點
、
わ
が
國
で
可
能
で
あ
ろ
ぅ
と
考
え
ら
れ
る
限
り
の
豐
富
な
資 

料
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
資
料
の
扱
か
い
方
に
は
種
々
考
慮
す
べ
き
點
が
あ 

る
に
し
.て
も
、
.こ
の
點
だ
け
か
ら
み
て
も
本
書
の
價
値
は
特
筆
さ
れ
て
ょ
い
。

本
書
は
、
' 1

部
を
除
い
て
大
部
分
が
未
公
表
の
も
の
で
あ
り
、
全
體
の
構
成 

は
五
っ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
0

ま
ず
序
論
と
し
て
'「

エ
業
生
產
の
管
理
機
構」

が
歴
史
的
に
述
べ
ら
れ
、
次 

に
第一

章T
H

業
生
產
の
發
展
デ
ン
ポ」

で
發
展
の
測
^
や
原
因
お
ょ
び
^

^
 

問
へ
.の
著
者
：の
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
一
一
章r

社
會
生
義
的
エ
業
化
に
お
け 

る
重
工
業
と
輕H

業」

は
、
い
わ
ゆ
る
重
工
業
優
先
論
と
バ
ラ
ン
ス
論
を
扱
か 

ぅ
。
第
三
章
.r®

引
下
の
機
構
,-
で
は
工
業
生
產
物
の
原
價
構
成
.
篇

形
 

.成
の
理
論
を
通
じ
て
、
價

m

下
が
社
會
主
義
で
い
か
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る 

か
を
究
明
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
補
遺
と
し
て「

第
一
次〜

第
五
次
五
力
年
計

簠
に
お
け
るX

業
^
—

統
計
的
總
括
一

~
」

が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

.以
上
各
章
は
す
べ
て
獨
立
の
論
文
で
は
あ
る
が
、
ソ
ヴ
ヱ
ト
11
:

#
ま

_

畠

濟
 

め
再
生
產
i

の
解
明
と
.い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で
結
合
さ
れ
て
'い
る
.と
考
え
ら 

れ
る
。
.す
な
わ
ち
，「

第
一
章
は
工
業
總
生
產
の
發
展
率
の
問
題
を
い
く
つ
か
の 

侧
面
か
ら
檢
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
'で
あ
々
、
第
二
章
は
總
生
產
か
ら
一
步
す 

十
め
て
、
工
業
生
產
の
構
造
、

つ
ま
り
重
工
業
と
輕
工
業
と
の
關
係
に
か
ん
す 

る
問
題
の
若
干
の
側
面
を
と
り
あ
つ
か
.い
、
第
三
章
は
工
業
生
產
の
發
展
が
社 

鲁
主
讓
の
も
と
で
の
生
產
の
本
來
の
目
的
で
あ
る
消
費
の
向
上
を
も
た
ら
す一 

つ
の
形
態
と
し
て
^

^
引
下
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
.あ
る
。」 

以
下
本
書
の
序
論
•
第
一
章
を
槪
觀
し
て
み
よ
う(

第
二
、
三
章
は
別
な
機
會 

に
旣
に
述
ベ
た)

。 

.

ま
ず
工
業
と
は
い
か
な
る
部
P 5

で
あ
る
か
。

工
業
に
は
製
造
工
業
.
讓

は

勿

論

. '
'
工
業
製
お
よ
び
#i

製
の
原
料
の
加 

H

 

.修
縫
、
さ
ら
に
採
取
エ
業(

木
材
の
.伐
擄
と
搬
出
•
野
生
果
實
の
採
取
* 

漁

獲

•
狩
獵
な
ど)

も
は
い
る
。
工
業
で
は
經
營
規
摸
に
よ
つ
て
、
⑴
大
規
模 

工

業(

動
力
機
を
使
用
し
、
十
六
人
以
上
の
努
働
者
が
い
る
企
業
と
、
動
力
機
. 

令
使
用
し
な
く
て
も
三
〇
人
以
上
の
勞
働
者
が
い
る
企
業)

、
⑵
ル
規
模
エ
罾 

•と
に
分
か
れ
る
。
現
在
ソ
同
盟
工
業
生
產
の
九
五
％
は
大
規
模
工
業
に
屬
し
て 

い
る
。
ま
た
所
有
形
態
か
ら
み
れ
ば
、
國
有
工
業
と
協
同
組
合
工
業
に
分
け
ら 

れ
る
。
.現
在
工
業
生
產
高
の
八
五
％
は
前
者
が
占
め
て
い
る
と
：い
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
國
有
工
業
の
管
理
は
ど
の
よ.う
に
變
遷
し
て
行
つ
た
か
。
本
命
直 

後
の
ソ
ヴ

エ

ト

政
府
の
工
業
管
理
政
策
は
國
有
化
で
は
な
く
て
、
' 勞
■
者
管
理 

<
p
a
6
0
l

 

K
O

H
T
P

O
JIb

)

の
導
入
で
ぁ
っ
た
が
、..舊
資
本
家
*
經
營
者
の
側 

.に
こ
の
勞
働
者
の̂

^
制
を
受
げ
.ぃ
れ
る
意
志
が
な
く
、
勞
働
者€>
:
直
.麗

營
に
轉
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
國
有
化
さ
れ
，た
莫
大
な
數
の
工
業
企
業
を
中
^
 

議

的

.に
管
理
す
る
機
構
が
最
高
國
民
經
濟
で
あ
っ
た
。

一九
一八
丄
一 

〇
年
の
特
徵
は
、
荒
っ
ぽ
い
中
央
i

主
義
で
っ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。「

そ
れ 

は
ひ
と
っ
.に
は
史
上
前
.例
の
な
い
社
會
主
義
的
工
業
管
理
機
構
を
み
い
だ
す
た 

め
の
.晴
中

摸

索

.CD

.產i

で
あ
っ
.た
が
、
恙
本
的
に
は
內
戰
と
干
渉
戰
と
い
ぅ
非 

常
事
態
の
要
求
に
應
じ
る
た

‘
め
の
も
の
で
.あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
當
時
の
工
業
' 

管
理
組
織
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
缺
陷
-
I

中
央
集
權
化
の
ゆ
き
す
ぎ
に
と
も
な 

ぅ
官
僚
主
義
的
不
能i

——

に
も
か
が
わ
ら
ず
、
當
時
の
條
件
の
も
と
で
は
唯
. 

一.め
可
能
な
合
理
的
な
組
織
形
態
で
あ
っ
た
。」

か
く
て
一
九
一
ニ
丄
一
五
年
の
動
向
は
、
戰
時
共
産
主
義
時
代
の
過
度
の
中 

央
集
權
、王
義
を
淸
算
し
て
、全
般
的
計
畫
指
導
の
中
央
集
權
制
を
保
ち
っ
っ
、
ト 

ラ
ス
ト
の
獨
自
性
を
彈
化
し
て
、：

工
業
管
理
事
務
の
地
方
分
權
化
を
促
進
す
る 

こ
と
I

管
理
の
地
方
分
權
化
と
計
®
的
規
制
の
中
央
集
權
化
と
の
結
合——

 

を
目
的
と
し
て
い
た
0
商
業
1

制
を
ト
ラ
ス
ト
が
導
入
し
た
の
も
こ
の
時
期 

で
あ
っ
た
.0

.一
九
ニ
六
丨
四
0
年
の
特
長
は
、
ト
ラ
ス
'ト
を
工
業
管
理
の
恶
本
單
位
と
せ 

ず
、.
各
企
業
を
眾
位
と
し
て
商
業
1

制
の
擴
充
で
あ
る
。
そ
し
て
ト
ラ
ス
ト 

の
商
業
.活
動
を
し
て
い
た
シ
ン
ジ
ヶ
ー
ト
と
管
理
局
と
を
統
合
し
て
コ
ム
ビ
ナ 

丨
ト
を
設
置
し
た
I。
'
か
く
.て
、
，「

人
民
委
員
部(

最
高
國
民
經
濟
會
議
の
分
割

解

體

.

)

_
.
!
^
コ
.ム
.ビ

ナ

-
ト
ラ
ス
.ト
~
~企
業」

と
-
>ぅ
系
列
力
.て

き
M
に

1

九一.1  
一
二
年
コ
ム
ピ
ナ
-
ト

が

廢

止

さ

れ

、

現

在

は

「

人

民

委

員

^

_

^

罾
 

理

局

丨<
_」

を
原
則
と
し
、
.「

人
民
委
員
部
I
企
業」

、「

人
民
委
員
部
丨
中 

央
管
.理
局
丨
ト
ラ
ス
ト

丨

企
業」

.の
ニ
ー 
つ
' 
を
例
外
と
し
て
採
用
し
て
ぃ 

る

。
'

.

-  

六

三.
(

六
1
0 

•
 

■

摄評及び紹介



三
田
學
會
雜
誌

.

笫
五
十
卷
第
一
號

.

ま
た
協
同
組
合H

業
の
搜
割
は
、
i

l

s

に
よ
つ
て
都
市
へ
の
農
產 

物
供
給
が
ふ
え
る
反
面
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
所
得
が
墙
大
す
る
の
で
、
工
業 

.

翻
品
に
對
す
る
農
民
の
需
耍
が
高
ま
り
、
そ
こ
で
地
方
原
料
を
利
用
し
て
周
邊 

地
方
の
住
民
に
消
费
财
を
供
給
す
る
®
^
組

合

が

、

國

有

エ

業

の

^

^

財

生

產
 

-の
不
足
を
お
ぎ
な
う
源
泉
と
し
て
、

一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
所
に
あ 

，る
。
そ
こ
で
協
同
組
合
工
業
は
^

^
財
生
產
に
專
念
し
、
商
業
^

^
を
通
さ
ず
. 

に
直
接
に
消
費
者
に
販
寶
す
る
パ「
產
業
組
合
は
大
衆
i

財
の
生
產
に
お
い 

.て
國
有
工
業
を
補
助
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
，そ
れ
は
決
し
て
國
有
工
業
の
一 

時

的

•
過
渡
的
な
補
助
者
で
は
な
く
て
、
恒
久
的
な
補
助
渚
で
あ
る
と
い
う
こ 

と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
_

組
合
は
社
會
主
義
工
業
と
な
ら
ん 

ゼ
、.

今
後
も
嵐
の
よ
う
な
テ
シ
ポ
で
發
展
す
る
で
あ
ろ
う」

(

ミr-

ャ
ン)

。

.

以
上
は「

エ
業
坐
產
の
管
理」

機
構
の
概
括
で
あ
る
が
、
'そ
の
詳
細
な
敍
述 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
は
私
な
り
の
疑
問
が
あ
る
。
第
一
.に
、「

管
理
機
構」 

と
は
.何
で
あ
る
か
と
い
.う
點
.で
あ
る
。
-氏
は
明
.か
に
工
業
の
管
理
組
織
を
述
べ 

V

お
ら
れ
る
。
し
か
し
ソ
ヴ
ヱ
ト
.の
管
理
を
論
ず
る
時
、
.重
要
な
こ
と
は
、
ど 

ん
.な
形
態
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
は
な
.く
て
、
い
か
に
な
さ
れ
て
い
た
か
で
あ 

.る
。
こ
の
點
、
野
々
村
一
雄
氏
の「

ソ
ヴ
ュ
ト
經
罾
_」

に
も
^
■
し
て
い
る 

所
で
あ
る
が
、
み
方
が
餘
り
に
靜
態
的
で
は
な
い
か
。
管
理
と
は
分
類
で
は
な 

.く
て
相
互
の
活
動
分
析
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
が
簡
單
に
扱
か
わ
れ
た
經 

濟
計
算
制
•傲
値
法
則
の
利
用
•
ル
ー
ブ
ル
絲
制
な
ど
が
、
構
成
课
位
を
活
動 

さ
せ
る
も
の
'で
あ
る
辔
で
あ
る
。
箜
一
に
、
戰
時
共
產
主
義
時
代
の
工
業
管
理 

組

織

を「

暗
中
摸
索」

と
さ
れ
た
點
は
、

私
の
主
張(「

本
誌
四
十
四
卷
十
一 

铖」

參
照)

と
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
鉞
史
の
見
解
と
異
る
の 

,で
あ
る
か
ら
そ
の
邊
の
理
由
も
明
確
に
し
て
ほ
し
か
つ
た
。
ま
し
て
.r

こ
の
時

六

四

(

六
四)

代
に
は
合
理
的
な
組
織
で
あ
つ
た
.

」

と
さ
れ
る
以
上
、暗
中
摸
索
と
の
關
係
が
明 

か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
第
三
に
、
協
同
組
八
暴
態
を
恒
久
的
な
も
の 

と
す
る
、、、
コ.ヤ
ン
の
意
見
を
氏
は
同
意
さ
れ
る
の
か
否
か
。
M
同
組
合
形
態
が 

何
故
國
有
形
態
と
な
づ
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
：
こ
れ
ら
が
私
の
疑
問
で
あ
る
。

.
さ
て
次
の
問
題
.に
移
ろ
う
。
ソ
ヴ
工
ト
工
業
の
.
^
胡
を
お
こ
な
う
さ
い
に
、
 

ど
の
よ
.
3
な
問
題
點
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
か
と
.い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る 

と
、
何
よ
り
も
發
展
テ
ン
ポ
が
問
題
と
な
つ
て
く
る
。
こ
の
問
題
が
ソ
ヴ
ェ
ト 

國
內
の
み
な
ら
ず
國
際
的
に
も
重
要
な
の
は
、
⑴
i

國
ロ
シ
ァ
に
と
つ
て 

「

追
い
つ
き
追
.い
こ
す」

た
め
の
キ
ー
•
ポ
ィ
ン
ト
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、
⑵
近 

代
社
會
の
經
濟
生
活
に
お
い
て
工
業
が
は
た
す
重
大
な
役
割
と
い
う
點
か
ら
み 

v

決
定
的
な
要
因
と
み
な
.さ
れ
る
工
業
の
成
長
率
が
資
本
主
義
と
社
會
主
義
と 

の
制
度
的
優
劣
の
有
力
な
材
料
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

ソ
ヴ
ヱ
ト
の
セ
ン

サ

ス

エ

業

は

亂

前

の

一

ー

囘

半

の

五

力
年
計
截(

一
九
二
七 

年〜

一
九
四
0
年)

で
ほA

J

ん
ど
十
倍
に
增
大
し
、#

<
叩

前

の

水

、準

の

約

十

二 

倍
、
戰
後
に
は
一
九
四
〇
年
水
準
の
三
f

上
、

一
九
六
〇
年
に
は
一
九
四
〇 

年
水
準
の
五
倍
以
上
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
發
展
を
疑
問
視
す
る
み
方
は
大 

別
す
る
と
ニ
つ
に
な
る
01

つ
は
工
業
總
生
產
の
包
括
範
圆
の
問
題(

集
計
方 

法)

：U他
は
評
價
菡
準
の
問
題(

一
九
二
六〜

七
年
不
變
價
格
に
よ
る

生
鹰
發
展 

率
は
過
大
に
な
る

)

.
で
あ
る
。

-

第
一
の
點
に
つ
い
て
い
え
ば
純
生
產
高
が
正
確
に
判
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
い 

ず
れ
の
國
の
統
計
で
も
完
全
ば
期
1
難
い
。
ま
た
大
工
乘
に
小
工
業
が
統
合
さ 

れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
耍
ば
工
業
總
生
產
と
大
工
業
生
產
と
を 

混
同
し
て
.は
な
ら
な
い
。
:.
.

:

:

第
二
の
點
は
ソ
-ヴH

ト
自
身
考
隊
し
て
い
る
。
特
に
一
九
ニ
六〜

七
年
當
時

生
*
さ
れ
て
い
，な
か
；っ
た
新
製
品
の
場
合
に
は
、
ま
ず
一
九
三
五
年
の

{»
吣
で 

評
價
さ
れ
っ
い
で1
九
ニ
六
::
7
七
年
か
ら
一
九
三
五
年
迄
の
漬
變
動
指
數
を 

便
っ
て
.こ
れ
を
一
ル
ーj

六〜

七
年
水
準
に
^

^
す
る
と
い
う
處
置
を
と
っ.た
。
. 

こ
.れ
は
、'
一
九
二
六〜

七
年
を
基
準
と
し
て
生
產
發
展
を
此
較
す
る
.た
め
で
あ
. 

る
が
、
工
業
化
初
期
で
は
高
度
加
工
品
は
高
度
の
段
階
ょ
り
相
對
的
に
高
く
評

. 

慎
さ
れ
て
い
る
か
ら
工
業
化
發
展
と
と
も
に
高
度
加
工
品
が
增
加
し
發
展
率
が 

過
大
に
.な
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。t

か
し
初
期
の
相
對
價
格
の
構
造
と
高
度 

な
段
階
の
そ
れ
と
ど
ち
ら
がr
-I

H
確」

「

眞
實」

か
：.を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

. 

工
業
化
の
發
展
率
を
み
る
以
上
い
か
な
る
場
合
に
も
過
大
は
あ
る
で
あ
ろ
づ
。 

1

ソ
グH

ト
M
計
は
完
金
で
は
な
い
が̂

^
と
す
べ
き
理
由
は
な
，い
。ソ
ヴ 

工
ト
が
石
油
をf

基
礎
物
資
で
人
口

-*
入
當
り
を
i

肖
が
一
九
四
八
年
の
ア 

メ
リ
力
水
準
を
拔
く
の
は
一
九
六
五
年
で
あ
る
。
'か
く
てi

九
六
〇
年
代
：が
兩 

體
制
の
經
濟
競
爭
の
決
定
的
時
期.と
な
る
。
勿
論
こ
の
發
展
：に
は
軍
事
的
事
情 

お
ょ
び
エ
業
特
に
基
礎
物
資
の
重
點
的
發
展
さ
‘ら
に
，̂
進
國
の
利
點
も
留
意
す，

. 

べ
き
.で
あ
る
が
、
ア
メ'リ
カ
^
外
の
'先
進
國
に
追
い
つ
い
た
現
在
で
は
社
會
主 

義
體
制
の
カ
に
ょ
る̂
考
え
る
べ
き
だ
と
結
論
さ
れ
る。

,

;
.

し
か
し
私
は
こ
の
發
展
率
の
.問

題

は

、

發

展

率

だ

け

に

限

.つ

て

み

る

問

題

で 

は
な
い
と
思
う
。

氏
は
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
折
に
ふ
れ
て
述
べ
て
お 

ら
れ
る
が
、
私
は
も
つ
と
眞
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
が
い
問
題
で
あ
る 

と
思
う
。
工
業
特
に
基
i

資
と
い
う
點
か
ら
み
れ
ば
そ
の
發
展
は
疑
う
こ

と

.
 

が
で
j
な
い
の
で
あ
^
が
、
經
濟
體
爾
の
比
較
は
全
經
濟
の
コ
ン
シ
ス
テ
ン
'ゾ 

丨
と
能
率
が
重
.要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
.一
產
業1

企
業
が
計
畫
を
超
過
遂
衧
し 

て
もH

業
生
產
は
增
大
す
る
。
し
か
し
計
晝
超
過
分
は
餘
訃
な
部
分
で
あ
っ
て
、
 

.經
濟
的
に
は
M

S

で
.あ
る
。

.

計

麋

と

は

計

蠻

通

り

.に

行

っ

で

初

め

て

意

味

が

あ

f

評

：
及

び.
紹

：
介

■

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
農
業
と
の
關
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
發
展
率
は 

こ
办
と
の
關
連
で
の
み
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
ヲ
總
じ
て
本
書
は
ー
不 

十
分」

に
終
っ
た
.と
い
う
著
者
の
，言
葉
を
借
用
す
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
も
で
き 

ょ
う
。
要
す
る
に
.

H

業
と
金
i

と
の
關
連
お
ょ
.び

統

，
一

的

な

扱

か

い

方

が

本 

書
に
殘
.さ
れ
た
課
題
で
.あ
る
,
^

^
後
.に
補
遺
の
統
計
表
で
計
算
で
き
る
も
の 

の
：多
く
が
.空
白
で
あ
る
の
，は
殘
念
で
あ
石
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
く
。

.
(

昭
和
三
十
一
：年
五
月
.一：

1

十
日
刊
、
.
<
6
版
、
ニ
三
◦
頁
、

二
八
0
圓
、
岩
波 

書
店)
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(
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全
三
卷
を
編
纂
、
公
刊
し
'た
；こ

と

は(1
9
5
2
1
5
4
) 、

，
ベ
ン
サ
A
研
究
に
關
し 

て

、
，
劃

期

的

な

意

義

を

持

.つ
た
と
言
つ
：て
よ
い
だ
ろ
ぅ
。
ベ
ン
サ
ム
を
知
る
た 

め
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
、J

,w
o

w
rin

g
.

版

のth
e

 W
o

rk
s

 o
f  

J

 e
re

m
y

 

B
e

la
m

 

(

十
一
卷
.一
八

一一

一
八
丨
四
三)

が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ 

れ
.に
は
、.
#
濟
學
的
な
內
容
の
.も
の
'ば
、
.き
わ
め
て
少
數
し
か
含
ま
れ
て
い
な 

.い

.。

そ
も
そ
一
も
ス
.
タ

.
丨

.ク
が
明
ら
か
_に
し
て
..い
る
よ
.ぅ
に
、
‘
ベ
ン
サ
ム
の
仕
事 

の

大

部

分

と

：
い
5'
も
の
は
、
:.
-自
ら
公
刊
す
る
こ
と
に
興
睬
を
も
た
ぬ
、
m
犬
な

六

五

(

六
五)


